
 

（第２号様式）   
令和 ６ 年 ５月 24 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立七里ガ浜高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 

４年間の目標 

（令和６年度策

定） 

１年間の目標 

取組の内容 校内評価 

学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

①生徒一人ひ

とりの確かな

学力の向上を

図り、進路実

現に向けた支

援を推進す

る。 

 

②国際理解教

育等を通し

て、生徒一人

ひとりの自立

に向けて、視

野を広げ豊か

な人間性と社

会性を育成す

る。 

①生徒の学力

向上に資する

ために学習環

境の整備を行

う。また、生

徒が主体的に

学ぶ意欲を高

めるととも

に、生徒の深

い学びの実現

を図る。 

 

②姉妹校交流

や留学生との

交流などの教

育活動を通し

て、生徒一人

ひとりが主体

的に取り組め

る機会を与

え、その企画

の推進に努め

る。 

①(1)ICT機器の利

活用の促進を行う

など、多様な学習

機会を提供し、生

徒が自ら学習する

意欲の向上を図

る。 

(2)組織的な授業改

善の推進を継続す

る。 

(3)カリキュラムマ

ネジメントの視点

に基づいた教育課

程の実施および見

直しに努める。 

 

②姉妹校交流等の

交流活動におい

て、生徒の主体的

な活動を引き出

し、相手校の生徒

と共に意義深い経

験となるよう取り

組む。 

①(1)ICT機器の学習

環境の整備が進んだ

か。 

(2)生徒の学習意欲の

向上について、授業

評価のうちの自己評

価の項目において

2/3程度以上の生徒

がプラスに評価した

か。 

(3)生徒による授業評

価の向上に繋がった

か。 

・教育課程の検討が

進んたか。 

 

②生徒が主体的に取

り組める場面や活動

満足度がアンケート

を通して上がった

か。 

     

２ 

 

 

 

 

 

 

生徒指導・

支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①生徒のさま

ざまな活動の

主体性を尊重

し、生徒に向

き合って、リ

ーダーシップ

を育成する。 

 

 

 

 

 

②生徒一人ひ

とりの個に応

じた支援体制

を定着させ

る。 

①生徒組織そ

れぞれの自主

的・主体的な

運営を促すと

ともに責任を

持たせ、有意

義な活動と達

成感の向上を

目指して、適

切な指導と助

言を行う。 

 

②生徒のメン

タル面での変

化を早期にと

らえ、適切か

つ丁寧な対応

を行う。 

①生徒会本部及び

各種委員会がそれ

ぞれ課題を認識し

目標を立て、協力

しながら達成に向

けた活動が行われ

るよう支援する。

また、部活動が達

成感と育ちあいの

生まれる場とな

り、それが安全な

環境で行われるた

めに、支援と環境

整備を行う。 

 

②生徒への声かけ

を日常的に行い、

生徒の変化の早期

発見に努め、学年

会や教育相談コー

①各種活動や行事に

おいて、生徒による

総括や、生徒アンケ

ートで活動満足度が

上がったか。 

 

②かながわ子どもサ

ポートドックおよび

学校生活アンケート

を有効活用しながら

生徒のメンタル面で

の変化を早期にとら

え、適切な対応を行

うことができたか。 

     



 

 視点 

４年間の目標 

（令和６年度策

定） 

１年間の目標 

取組の内容 校内評価 

学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

 ディネーター会

議、ケース会議を

活用して教員間で

生徒情報の共有を

図り、チームによ

るきめ細かな支援

を行う。 

３ 
進路指導・

支援 

キャリア教育

を充実させ、

目的意識を持

って学習に取

り組む姿勢を

育む。 

生徒自身が希

望する進路に

ついて考え判

断する力を育

めるよう、３

年間を通して

必要かつ適切

な支援を行

う。 

3カ年を通じてキャ

リア教育ガイドブ

ックの活用、外部

テストの受験・新

しい入試制度の分

析などを行い、系

統的な進路指導を

行う。 

説明会やガイダン

ス、体験の機会、各

種試験を有機的に結

び付けて実践するこ

とができたか。 

     

４ 
地域等との協

働 

地域等への貢

献活動や教育

力の活用を通

して、地域に

信頼される学

校づくりを推

進する。 

地域に貢献で

きる教育活動

の充実を図

る。 

①地域貢献活動に

ついて、生徒の意

見を取り入れる

等、主体的な活動

となるよう検討や

工夫を行う。 

 

②防災訓練や地域

理解活動を通じ

て、地域との交流

を深め、地域防災

について連携をさ

らに深める。 

①地域貢献活動につ

いて、生徒の主体的

な活動となるよう検

討や工夫したか。 

 

②防災教育において

具体的な地域理解及

び体制づくりができ

たか。 

 

     

５ 
学校管理 

学校運営 

①安心・安全

な教育環境の

整備に努める

など、教育課

題に対して積

極的に取り組

むとともに、

学校の取り組

みの情報発信

に努める。 

②教員の働き

方改革を推進

し、組織的な

学校運営と校

務の効率化を

図る。 

①継続した生

徒の学習活動

の整備・充実

に努めるとと

もに、社会で

必要とされる

学校となるよ

う職員・生徒

の意識向上を

図る。 

②働きやすい

職場づくりの

ための職場環

境を整える。 

①清掃分担の計画

を立て、生徒環境

整備委員や技能技

員、ＰＴＡと協

力・連携して、校

内美化やゴミの減

量化及び資源化に

努める。 

 

②業務に対するス

トレスが軽減され

るよう、業務分

担・内容の見直し

を行う。 

①生徒アンケートで

校内美化に対する意

識や取組が向上した

か。 

 

②ストレスチェック

で高ストレス者の割

合が 15％未満であっ

たか。 

     

 


